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海霧（串本町・田原海岸）

串本町田原の海岸では、山間部の冷たい空気が田原川に沿って海に流れ込み、海水との温度差に
よって「田原の海霧」とよばれる幻想的な現象が発生します。

年に４、５回ほどしか見られないこの風景を撮ろうと、毎年大勢のカメラマンが泊まり込みでシャッター
チャンスを狙うスポットとなっています。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

平 成 30 年 12 月 県 議会  知 事 あ い さ つ  

 

 

 去 る １１ 月 ２ ５日 の知 事 選挙 に お きま して 、 県民 の 皆 さん の多 く の御 支 援 と

御協 力 をい た だ き、 引き 続 き、 県 知 事と して の 重責 を 担 わせ てい た だく こ と に

なり ま した 。  

 

 今 回 の選 挙 で は、 これ ま での 三 期 １２ 年間 を 振り 返 り 、和 歌山 県 は大 分 変 わ

りま し たと い う こと を遊 説 中に お 話 をさ せて い ただ き ま した 。前 知 事の 汚 職 辞

任を 受 けて 後 の 公共 調達 制 度の 確 立 、高 速道 路 や府 県 間 道路 など 幹 線道 路 の 整

備、 様 々な 産 業 振興 制度 の 創設 や 企 業誘 致、 農 林水 産 業 の振 興策 も 整っ て ま い

りま し た。  

 ま た 、紀 伊 半 島大 水害 か らの 奇 跡 の早 期復 興 や、 国 体 ・大 会の 成 功な ど も 大

きな 実 績で あ っ たか と思 っ てお り ま す。  

 し か しな が ら 、長 年の 経 済停 滞 、 人口 減少 、 高齢 化 の 進展 によ り 和歌 山 県 が

抱え て きた 問 題 が解 決さ れ たと い う わけ では ご ざい ま せ ん。 和歌 山 県の 発 展 は

もう こ の辺 で い いの かと い いま す と 、こ んな も ので は い けな いと わ たく し が 一

番心 に 留め て い ると ころ で ござ い ま す。 県民 の 皆さ ん と 共に もっ と もっ と 元 気

な和 歌 山を つ く って いき た いと い う こと をし っ かり と 訴 えつ つ、 今 回の 選 挙 を

戦っ て まい り ま した 。  

  

四期 目 の県 政 は 、長 期総 合 計画 に も あり ます よ うに 、 よ り一 層の 改 革と 県 政

の発 展 のた め 、 和歌 山県 が めざ す 将 来像 に向 け て、 全 力 投球 で取 り 組ん で ま い

りま す 。  

 

 第 １ に、 大 分 進ん だと は いえ 、 ま だ、 残さ れ てい る 課 題を 達成 し てま い り ま

す。  

  インフ ラ の 整備 、 河 川の 改 修 、地 震 ・ 津波 へ の 防災 対 策 な ど、 ま だ まだ 加 速

して い かな け れ ばな らな い もの が 、 山と あり ま す。 さ ら にそ の先 に は、 和 歌 山

県の 位 置付 け を 抜本 的に 高 める よ う な国 土計 画 プロ ジ ェ クト の夢 も 追っ て ま い

りた い と思 い ま す。  

 

 第 ２ に、 和 歌 山県 の経 済 発展 を 進 め、 雇用 を 増加 し 、 県民 の皆 さ んの く ら し

を 豊 か に す る た め の 産 業 振 興 を あ ら ゆ る 分 野 で 強 力 に 進 め な け れ ば な り ま せ

ん。 そ のた め に は、 政策 手 段に 磨 き をか け、 民 間の 方 々 を励 まし 、 協力 し て 共

に進 ん でい か な けれ ばな り ませ ん 。さ ら に新 し い分 野 で ある ＩＲ や 、ロ ケッ ト、

ＩＴ な どの 新 分 野に チャ レ ンジ し て まい りま す 。  

 

 第 ３ には 、 安 心・ 安全 で 県民 の い のち を守 っ てま い り ます 。自 然 災害 へ の 備

えを 強 化し 、 医 療や 福祉 の 充実 、 老 後の 対策 、 健康 の 維 持、 安全 な 社会 の 実 現

を目 指 して ま い りま す。  
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第４ に は、 来 た るね んり ん ピッ ク 、 ワー ルド マ スタ ー ズ ゲー ムズ や 国民 文 化

祭を は じめ と す る３ つの 文 化祭 の 成 功に 向け て 、県 民 の 皆さ んと 一 丸と な っ て

頑張 っ てま い り ます 。  

 

 三 期 １２ 年 の 様々 な施 策 によ っ て 、和 歌山 が もう 一 度 、力 強く 発 展を す る た

めの 条 件が よ う やく 整っ て まい り ま した 。こ れ から の ４ 年間 は、 こ れま で わ た

くし の 人生 で 培 って きた す べて の 知 識や 経験 や 人脈 を 総 動員 し、 和 歌山 県 発 展

の駆 動 力と な る よう 、全 力 を尽 く す 所存 でご ざ いま す 。  

 

 

                                  

 

 

 

和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

 

 

所信表明する知事 
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●「世界津波の日」２０１８高校生サミット in 和歌山を開催しました       
 
１０月３１日と１１月１日、和歌山ビッグ

ホエール（和歌山市）に世界４８か国から選

ばれた高校生と引率者約５００名が一堂に会

して、地震・津波についての知識やその防災

対策、濱口梧陵翁の精神を共に学ぶ「『世界

津波の日』２０１８高校生サミット in 和歌

山」を開催しました。 

「世界津波の日」は、平成２７年１２月の

国連総会において「１１月５日」と決議されましたが、世界津波の日が稲むらの火の故事

にまつわるこの日になることや、このことを記念して、世界中から次代を担う高校生が集

まり地震・津波について学ぶこのようなサミットの実現には、二階俊博自民党幹事長に多

大なるご尽力をいただきました。 

世界中から参加した高校生の皆さんはサミットを控え、１０月２８日に広川町で開催さ

れた「稲むらの火祭り」に参加したり、「若き津波防災大使スタディツアー」として、広

村堤防や稲むらの火の館、美浜町の津波避難高台を見学したり、串本古座高校の生徒の案

内によりＪＲ三輪崎駅－新宮駅間で鉄道からの避難訓練に参加しました。 

開会式で知事は、将来の希望である高校生の皆さ

んに、この和歌山で濱口梧陵翁の気概に触れ、地

震・津波への理解を深め、世界一進んだ地震・津波

対策をよく学び、将来皆さんの国の人々を救ってく

ださいと語りかけました。 

続いて、スタディーツアーに参加した生徒から見

学や防災訓練の報告がされた後、各国代表と日本の

学生が２人１組になって記念植樹を行いました。そ

の後、二階俊博自民党幹事長と第１回サミット開催地の高知県から尾崎正直知事にも参加

いただき、記念碑の除幕式を行いました。 

式典終了後、高校生の皆さんは３つの討議テーマ「災害についての知識を得る」、「災

害に備え意識を高める」、「災害から生き抜く」について１２のグループに分かれ、それ

ぞれの国の災害の特徴や、防災対策について熱心に議論を交わしました。 

２日目は、津波防災の第一人者である片田敏孝氏（かただ としたか 東京大学大学院特

任教授）による津波防災講演会があり、その中で教授は「想定にとらわれるな」「最善を

尽くせ」「率先避難者たれ」の避難３原則を守り、「津波てんでんこ」の言葉に従い、災

害時は率先して逃げるよう強く訴えました。続く総会では、「世界津波の日」の提唱者で

ある二階俊博自民党幹事長、西岡利記広川町長、水島真美国連事務総長特別代表（防災担 

記念碑の前で記念撮影（若き津波防災大使の皆さんと） 

「君達は世界の希望だ」と語りかけました 
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当）兼国連国際防災戦略事務局 (UNISDR) ヘッドからの挨拶とともに、安倍晋三首相・自

民党総裁から寄せられたビデオメッセージを披露しました。続いて、浮島智子文部科学副

大臣ほか来賓の皆さんにご挨拶をいただきました。 

その後、高校生の皆さんは、１２のグループごとに討議の結果を報告し、この発表内容

をまとめ、高校生の皆さんの総意として「稲むらの火継承宣言」が作られました。 

フィナーレでは、会場の一人一人が持つ稲むらの火

をイメージしたオレンジ色のペンライトの光が場内

に広がる中、サミットの議長を務めた中井充歩さん

（なかい みつほ 日髙高等学校３年）と伊森安美さ

ん（いもり あみ 串本古座高等学校２年）から「稲

むらの火継承宣言」が高らかに読み上げられた後、２

人から「『稲むらの火』の精神への私達の誓いを示す

ため、稲むらに放たれた火に敬意を表し、皆でトーチを掲げましょう！世界の防災におい

てリーダーとなるのは、私達、若き津波防災大使です。だからこそ、私達がしっかりと行

動を起こすことで世界を変えられるということを忘れないでください。『稲むらの火』の

精神がここにいる私達全員の心に広がりました。心の中の火を消すことなく、その精神を

皆さんの周りの人達と共有してください」と閉会メッセージが伝えられました。 

若き津波防災大使の皆さんは、きっと世界中で防災リーダーとして大いに活躍してくれ

ることでしょう。 

濱口梧陵翁の英雄的行為により「津波防災の聖地」広川町が生まれ、そして、広川町の

皆さんの地道な努力により現代に受け継がれてきました。県としても、この防災遺産に受

け継がれる遺志を広く発信するとともに、災害による犠牲者ゼロに向けた取組を進めてま

いります。 

稲むらの火継承宣言（日本語訳） 

２０１５年１２月の国連総会で１１月５日が「世界津波の日」と制定されたのは、安政元年（１
８５４年）１１月５日、安政南海地震による津波が現在の和歌山県広川町を襲った際、濱口梧陵が
稲むらに火をつけ、村人を高台へ導いて、多くの命を救った「稲むらの火」の故事にちなんだもの
です。 

その後、濱口梧陵は自らの財産を使って村の再生を支援し、将来の津波に備えて堤防を築き、こ
の堤防は昭和２１年（１９４６年）１２月の昭和南海地震による津波の被害を最小限に抑えました。 

これから私たちが、それぞれの国で防災活動に取り組むうえで、「稲むらの火」の故事に含まれ
る①人命救助、②地域の復旧・復興、③将来の災害への備え、の３つの要素を考えることは、非常
に大切なことです。 

本年、私たち世界４8カ国の高校生は「稲むらの火」発祥の地である和歌山県に集まり、地震津波
などの自然災害から命を守るため、私たちが何をするべきか、私たちに何が出来るかを話し合い、
共有しました。 
 
１ 災害について知識を得る 
○ 自然災害に対する備えができていないことが最も憂慮すべき問題であると考えました。 
○ 生徒全員が学べるよう、自然災害に関する学習を学校のカリキュラムに取り入れ、実践すると

いうアイデアを共有しました。 
○ 地域住民全員と防災活動（避難訓練など）に取り組んでいきたいと思います。 

２ 災害に備え意識を高める 

「稲むらの火継承宣言」が採択されました 
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○ 災害は、地域ごとに異なる地理的特徴と関係があると考えました。 
○ 被災者の話を聞くことにより、災害に対する備えの重要性について人々の意識を高めるための

アイデアを共有しました。 
○ 防災情報の各種ツールについて学んだ上で、実際の避難時に人々の助けになるようなユニバー

サルデザインの標識を設置する努力をしようと思います。 
３ 災害から生き抜く 
○ 災害後の復旧・復興について、事前に計画を立てることが重要だと考えました。 
○ 災害発生前・災害発生時・災害発生後の助け合いの重要性について、認識を共有しました。 
○ 地域の年配者や専門家による講話またはハザードマップにより、自然災害のリスクを人々に伝

え、災害時にパニックに陥らないよう明確なルールと計画を作成しようと思います。 
 

世界中の防災意識をさらに向上させていくため、私たち若い世代が濱口梧陵をはじめとする偉大
な先人の志を継承し、このサミットにおいて学んだ「災害から命を守る」ためになすべきことを、
それぞれの国において、私たち一人一人が実践していく決意をここに宣言します。 
 
２０１８年１１月１日 

「世界津波の日」２０１８高校生サミットｉｎ和歌山 

 

●平成３０年度わがまち元気プロジェクト第１弾が決定しました                 

 
本県では、地域固有の資源を活用し、個性豊かで活力のある

地域づくりに取り組む市町村に対して支援を行う「わがまち元

気プロジェクト」事業を平成２１年度から実施しています。 

この度、広川町が行う「濱口梧陵生誕２００年 ～梧陵さん

と広川町の魅力再発見～ プロジェクト」を平成３０年度のわ

がまち元気プロジェクトに決定しました。 

今回の「濱口梧陵生誕２００年 ～梧陵さんと広川町の魅力

再発見～ プロジェクト」では、日本遺産認定や濱口梧陵生誕２０

０年を好機と捉え、様々な取組を行います。 

まず、「『偉人 濱口梧陵』と広川町の魅力伝道」として、生誕

祭イベントや日本遺産に係るシンポジウムの開催、マスメディア、

ホームページ、ソーシャルメディアなどを活用した濱口梧陵と広川町

の魅力発信、インバウンドに向けた「稲むらの火」英語版ハンドブッ

クの作製や世界津波博物館との連携による海外への防災意識の発信な

どに取り組みます。 

また、広川町が国土交通省や農林水産省の事業を活用して整備を進

めている物産販売施設や観光・地域交流センターの完成にあわせ、稲

むらの火の館ミュージアムグッズの開発や、地元企業や地域住民のア

イデアをもとに、広川町名物となる土産品、各店舗でアレンジ可能な

名物メニューなどを開発し販売する他、梧陵ゆかりの地や歴史的町並みなどを巡る観光周

遊ルートの構築などにも取り組みます。 

これらの取組により、今年、世界津波の日高校生サミットが行われた「津波防災の聖地」

広川町の認知度向上や交流人口の増加を図り、具体的には、稲むらの火の館の入館者数の 

日本遺産のロゴマーク 

世界津波の日のロゴマーク 
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増加や「梧陵ブランド」商品の増加、整備される物販・飲食施設での地域産物販売額の増

加を目指します。 

今後このプロジェクトに対し、３年間にわたり総合的に支援を行ってまいります。 

 

●串本町で「みちびき」衛星安否確認サービスを使った訓練を実施しました                  

 
このたび、串本町の避難訓練において内閣府が整備した「みち

びき」衛星安否確認サービスを使った運用訓練が実施され、県も

この訓練に協力しました。 

「みちびき」と名付けられた準天頂衛星システムは、日本の天

頂付近（準天頂）の軌道を通る３機の人工衛星と１機の静止衛星

を組み合わせ、常に１機以上の衛星が日本の真上付近に存在し、

位置を測定するための信号を提供する日本独自の測位システム

です。現在放送されているＴＶドラマ「下町ロケット」に『ヤタ

ガラス（八咫烏）』として登場しています。 

これまでの米国の測位衛星（ＧＰＳ衛星）では、山間部や都市

部においては、山やビル陰が障害となり、ＧＰＳ衛星が発信する電波を補足できないこと

があり、測位精度等に課題がありました。この「みちびき」の活用により、これらの課題

が改善され、より高度な利用が促進されることが期待されています。 

また、防災分野では、「国土を守り、一人一人の命を救う」を目標に、「みちびき」を

活用して災害関連情報の伝送を行う衛星安否確認サービスと、民間事業者から開発提案さ

れるＩｏＴを活用した防災減災技術との連携により、災害発生の初期段階で被害現場にお

ける迅速かつ円滑な救助救援活動を支援します。 

内閣府は、この「みちびき」を使った測位や通信等の本格運用を１１月１日から開始し

ました。今回の訓練は、災害発生時に住民の安否確認を支援する衛星安否確認サービスの

運用を想定した、全国初の訓練です。 

串本町での運用訓練では、参加者が

登録した安否情報が正確に送信され

ているかなどの確認が行われ、入力情

報を基に災害対策本部から避難所へ

の連絡、応答訓練も行われました。 

また、管制局から「みちびき」を介

して災害情報を避難所等に配信する

「災害・危機管理通報サービス」の訓

練も行われました。避難訓練の会場で

は、配信された災害情報が音声で放送 

「みちびき」 

衛星のイメージ 
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され、電光掲示板への文字情報の表示も行われました。 

当日、串本町の避難訓練では、これら「みちびき」を活用

した訓練の他に、住民による津波避難訓練、避難所の開設訓

練に加え、消防署や警察、航空自衛隊、役場、民間企業等が

参加し、防災学習や炊き出しの訓練が行われました。 

本県では、衛星通信を利用した衛星安否確認サービスが災

害時の有効な手段と考え、政府等による開発当初から積極的に協力してきました。 

今後も最新鋭の

防災技術の開発整

備に参加協力を行

い、新技術の情報収

集や導入により、

「災害による犠牲

者ゼロ」を目指して

まいります。 

 

●ねんりんピック富山 2018 の総合閉会式で大会旗を引き継ぎました                 

 
知事は、１１月６日、ねんりんピック富山２０

１８の総合閉会式に出席し、大会旗の引き継ぎを

受け、次期開催地代表挨拶を行いました。 

平成３０年１１月３日から６日にかけて開催

された「ねんりんピック富山２０１８」の最終日、

総合閉会式に参加した知事は、石井隆一（いしい 

たかかず）富山県知事から、大会旗を引き継ぎ、

次期開催地代表挨拶において、ねんりんピック富山大会の成功を讃えるとともに、和歌山

の温暖な気候や豊かな自然をはじめ、高野山、熊野三山、それらを結ぶ参詣道で構成され

る世界遺産やパンダなど、本県の魅力をアピールし、１１月は「みかん」「かき」の収穫

期で、オレンジ色に染まった山々のもと、県民一同来県者を心から歓迎することを伝えま

した。 

また、総合閉会式では「次期開催地アトラクシ

ョン」として、りら創造芸術高等学校（紀美野町 

山上範子校長）の皆さんによる和歌山県ゆかりの

偉人・弘法大師「空海」を題材としたミュージカ

ル『空海より』が披露されました。 

いよいよ「ねんりんピック紀の国わかやま２０ 

次期開催地として大会旗を引き継ぎました 

りら創造芸術高等学校による『空海より』のワンシーン 

運用訓練の様子 
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１９」まで、残すところあと１年を切りました。 

富山から受け継いだねんりんピックの輝ける火がさらに燃えさかるような大会にするた

め、県民みんなで盛り上げてまいります。 

 

●キャッシュレスセミナーin 和歌山を開催しました                      

 
県ではこの度、電子マネーやクレジットカードなど

を利用したキャッシュレス決済について、これらの提

供事業者を招いて質問や疑問にお答えする「キャッシ

ュレスセミナーin 和歌山」を和歌山市、田辺市、那

智勝浦町の３か所で開催しました。 

キャッシュレス環境の整備は、インバウンドをはじ

めとする観光客の消費拡大や生産性の向上、購買デー

タの利活用による新たなサービス創出につながりま

す。日本クレジットカード協会の「浅草・仲見世商店街における「クレジットカード利用

動向」調査結果」によると、クレジットカード支払による購買金額は、現金支払いと比べ

１．６倍、飲食では最大３．３倍となっています。また、訪日外国人はカードが使えない

場合、宿泊や飲食、交通など購入を諦めにくい場面では同じ金額を支払う一方、買い物の

場合は、購入を諦めるか金額を抑止する傾向にあるという結果が出ています。 

日本では、まだまだ日常の支払は現金が主流ですが、諸外国のキ

ャッシュレス決済の比率（2015 年調べ）は、韓国の８９％、中国

の６０％を筆頭に、イギリス、スウェーデン、アメリカなどでは４

０％を超えているのに対し、日本は１８％に留まっており、外国人

観光客からもクレジットカード等の利用ができないとの不満が増

加しています。 

政府は、キャッシュレスの推進を成長戦略の柱に掲げ、今年の７

月にキャッシュレス決済の推進のため産官学の関係者による「キャ

ッシュレス推進協議会」を設立し、２０２５年までにキャッシュレ

ス決済比率を４０％に引き上げるという目標を設定しています。 

本県もこの推進協議会に参加しており、積極的に県内事業者のキャ

ッシュレス決済導入を進めています。 

セミナーでは、先ず、キャッシュレス決済の利点について、消費者

にとっては買い物が手軽になるとともに、事業者にとってはレジ締

めなどの業務が不要になり、労働者不足対策になるなどの説明を行

いました。また、訪日外国人の約７割がキャッシュレス決済ができ

る場所が多くあれば、もっとお金を使っていたという調査結果など 

キャッシュレスセミナー田辺市会場の様子 

アリペイ 

オリガミ ペイ 

楽天 ペイ 

ライン ペイ 

ペイ ペイ 
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を紹介しました。 

次に、キャッシュレス決済の提供事業者から、増加する中国系旅行者の消費拡大に向け、

「ウィチャット・ペイ」や「アリペイ」などＱＲコードによるスマートフォン等のモバイ

ル端末を使った決済の現状や中国人に人気の旅行アプリから見る最新の旅スタイルが紹介

されました。 

なお、和歌山県内におけるキャッシュレス決済の事例を紹介しますと、高野山真言宗総

本山・金剛峯寺では、昨年３月から外国人参拝客からの要望に応じ、クレジットカードで

の拝観料やお守り、お札の代金を支払えるよう対応しています。 

また、今年１１月から、ＮＴＴ西日本和歌山支店、白浜町、南紀白浜観光局により、白

浜温泉街の一部事業所でキャッシュレス決済サービス導入に向けた実証実験が行われてお

り、とれとれ市場、アドベンチャーワールド、三段壁洞窟、グラスボートなどでＱＲコー

ド決済ができるようになっています。今後、導入の効果や課題を探るため、利用者や事業

者にアンケートを実施し、経済効果や安全性などを確認するとのことです。 

今後も、このようなセミナーの開催などにより、キャッシュレス決済はコストがかかる、

キャッシュレス決済はよくわからないと二の足を踏む事業者の皆さんに、安価で簡単に導

入できることを知ってもらい、県内のキャッシュレス決済比率を上げ、観光消費拡大等に

努めてまいります。 

 

●高齢者の見守り活動功績者知事感謝状贈呈式を行いました                      

 
この度、高齢者の見守り活動を

通して、支え合う福祉の推進に尽

力していただいた方々の功績を

称えるため、県と協定を結んでい

る民間事業者の方々や地域見守

り協力員の方々に感謝状を贈呈

しました。 

県では、一人暮らしの高齢者の

方々が、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、日常業務において高齢者の方々と接す

る機会の多い民間事業者との間で高齢者等の見守りに関する協定を締結し、日常業務の範

囲内で見守り活動を実施していただいています。また、各市町村で民生委員等と連携・協

力しながら、ボランティアで高齢者の見守りをしていただける方を地域見守り協力員とし

て依頼し、各地域で見守り活動をしていただいています。 

民間事業者の方々には平成２５年度から、地域見守り協力員の方々には、平成２１年度

から多くの方々に活動をいただいていますが、１０月２４日、これらの見守り活動の中で、

人命救助等に関わった方々や他の協力員の模範となって長きにわたり活動した方々に、知

感謝状をお贈りした協定締結民間事業者の社員・会員の皆さんと知事 
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事から感謝状を贈呈しました。 

協定締結民間事業者や地域見守り協力員

の方々には、高齢者の方々が住み慣れた地

域で安心した生活が送れるよう、今後も更

なる協力をお願いいたします。 

 

【感謝状をお贈りした方々（敬称略）】 

① 協定締結民間事業者の社員・会員等（順不同） 

氏名 協定締結事業者名 氏名 協定締結事業者名 
 中尾 泰博 （公社）日本新聞販売協会和歌山支部  宮本 貴夫 ＪＡグループ和歌山・ 

和歌山県農業協同組合中央会  長原 純一 （公社）日本新聞販売協会紀北支部  谷岡 英樹 
 栗生 久也 

（公社）日本新聞販売協会紀南支部  木村 真一 
日本郵便株式会社 

 中山 直人  西本 博之 
 小川 秀樹 ヤマト運輸（株）和歌山主管支店  西﨑 美紀 

関西電力（株）和歌山支社  辻垣内 惇 
ＪＡグループ和歌山・ 

和歌山県農業協同組合中央会 
 青木 政浩 

 原  貴規  小川 直樹 
 宮本 祥多  南畑 由美子 和歌山ﾔｸﾙﾄ販売（株） 
② 地域見守り協力員 

氏名 対象市町村名 氏名 対象市町村名 

 大家 多賀子 橋本市  中尾 早子 紀美野町 
 板平 英二郎 岩出市  中谷 至告 高野町 
 山口 幸代 海南市  坂口 計夫 湯浅町 
 玉井 巍 田辺市  中 清弘 印南町 
 

●平成３０年度和歌山県名匠表彰式を開催しました                      

 
県では、県内の伝統ある貴重な工芸品や生活

用品などの製作技能を守り、地域社会における

技術文化の向上発展に功績のある方を讃える

ため、昭和４９年から「名匠表彰」を行ってい

ます。 

今年度は、若き日に桶職人の親方のもとで身

につけた技術を活かし、定年退職後故郷に戻り

田辺市で桶を製作しておられる松本濱次（まつ

もと はまじ）氏を表彰し、１０月２９日に式典を開催しました。 

松本さんは、１８歳の頃、父の勧めで同郷の桶職人のもとに弟子入りし修行を重ね、そ

の技術に磨きをかけ精力的に仕事に打ち込んでいましたが、昭和４０年代のプラスティッ

ク製品の台頭により仕事が減少したため、桶製作から離れ、木材会社で製材業に携わって 

松本濱次氏との記念撮影 

感謝状をお贈りした地域見守り協力員の皆さんと知事 
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いました。定年退職後、故郷に戻り近所の人に桶の修理を頼まれたことをきっかけに桶製

作を再開しましたが、厳しい修行の中で身につけた技術は２０年余りのブランクをものと

もせず、以来日々製作に励んでおられます。 

松本さんは、材料として熊野地方で切り出される

スギを用いることにこだわりを持ち、修行当時に揃

えた道具を使って、全て手作業で製品を完成させま

す。数ミリ単位で木を削る製品には、手づくりなら

ではのあたたかさと、木ならではの風格が滲み出て

います。また、桶だけでなくお櫃や漬け物樽など幅

広く手掛けておられ、これらの生活用品が育んでき

た和食文化を後世に受け継いでいきたいという強

い思いが込められています。 

製作に対する真摯な姿勢と心意気が県内外から信頼を得ており、卓越した技術で暮らし

の中に息づく文化を支えておられます。 

県内に伝わる素晴らしい技術文化を絶やさぬよう、今後も顕彰事業をはじめ、様々な施

策に取り組んでいきます。 

 

●「わかやまスマート農業セミナー」を開催しました                      

 
県では、世界に名高いオランダ農業の強

みを取り入れた和歌山県農業の展開を進め

るため、「わかやまスマート農業セミナー」

を１１月１５日と１１月１６日、県内２か

所で開催しました。 

オランダでは、世界中の研究者や農業・

食品関連企業が集まり、多くの優れた研究開発が実施され、スマート農業と呼ばれる高い

生産性を誇る先進的な施設園芸農業が行われています。その結果、オランダは、近隣のヨ

ーロッパ諸国に比べて国土が小さい国でありながら、農作物・食料品の輸出額はアメリカ

に次ぐ世界２位を誇っています。 

県は、オランダ農業の強さを本県に取り入れるため、オランダのスマート農業を推進・

支援しているワーヘンニンゲン大学に県庁職員を派遣しました。 

セミナーでは、ワーヘンニンゲン大学で調査研究を行った県庁職員から、それぞれの調

査結果の発表を行いました。その後、コーディネーターに国の施設環境制御システムに係

るプロジェクトの研究代表者である星 岳彦氏（ほし たけひこ 近畿大学生物理工学部教

授）を、パネラーにＩＣＴ農業実践者である西 歩氏（にし あゆみ あゆみ農園）をお招

きし、オランダ派遣県庁職員３名とともに「オランダ農業の強みを取り入れた和歌山県農 

桶製作の様子 

パネルディスカッションの様子 
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業の展開」をテーマにパネルディスカッションを行いました。 

セミナーには、紀北会場、紀南会場合わせて３２０名の参加をいただきました。 

県では、それぞれの職員がテーマを決めて研究した調査結果をもとに、オランダ農業の

強みを本県農業に合うようカスタマイズした振興施策を進めることとしました。 

先ず、本県に適用可能なスマート農業技術とするため、農業試験場、暖地園芸センター

ではＩＣＴを活用した統合環境制御に関する研究を、果樹試験場、かき・もも研究所では

ドローンによる薬剤散布等の実用化研究を行います。 

次に、生産現場への先端技術・機器等の導入加速化として、今後もスマート農業セミナ

ー等の開催により、生産現場においてスマート農業の情報・知識を提供していきます。ま

た、ＩＣＴ環境制御システム、ドローン、アシストスーツなど先端技術・機器の導入支援

を進めます。 

その他にも、人材育成については、既に環境制御についての講義を県農林大学校で進め

ており、企業的な経営者の育成については、本年、セミナーの開催や農業ＭＢＡ塾（農業

経営塾）の開講、専門アドバイザーの派遣など、事業の成長段階に応じた支援を農業経営

発展サポート事業を開始したところです。 

このセミナーを本県でのスマート農業推進のキックオフセミナーと位置づけ、これらの

取組により、本県の新しい農業を進めてまいります。 

 

●「和歌山県産食材機能性ガイド」をリニューアルしました                      

 
県では、「おいしい！健康わか

やま」をキャッチフレーズに、和

歌山県産品のＰＲや消費拡大に

向けた取組を進めています。 

この度、平成２４年度に作成し

た「和歌山県産食材機能性ガイ

ド」を女子栄養大学短期大学部食

物栄養学科松田早苗（まつだ さ

なえ）教授の監修のもと、冊子を

リニューアルしました。 

新しいガイドでは、掲載する食材を追加するとともに、栄養機能情報や引用文献の明示

などを更新し、２５種類以上の県産食材が心と体を癒やし、食べることで健康の維持・増

進を図ることを目的とした冊子となっています。 

例えばこれから旬を迎えるイチゴの紹介では、本県オリジナルブランドの「まりひめ」

には、ビタミンＣが通常のイチゴより豊富に含まれていること、イチゴには、ビタミンＣ、

葉酸、アントシアニンが含まれており、それぞれの栄養素には、「ストレスに打ち勝つ」、 

ガイドブック表紙と紹介ページ 
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「造血作用」、「動脈硬化予防」、「疲れ目改善」、「抗酸化作用」の働きがあること等 

を掲載しています。 

今回監修いただいた松田早苗教授は、「あたらしい栄養学」など、栄養学に関する監修

や著書が多数あります。また、所属する女子栄養大学は、栄養士、管理栄養士、家庭科教

諭、栄養教諭など多くの人材を輩出し、本邦の栄養学における先駆者であるだけでなく、

管理栄養士国家試験合格者数全国一を誇ります。ちなみに、創立者の一人で「栄養学の母」

とも呼ばれる香川綾氏は、和歌山県出身です。 

今後、様々なイベント等での配布やメディアへの紹介などで活用し、和歌山県産食材の

素晴らしさをＰＲしていきます。 

 是非皆さんにも知っていただき、和歌山県産の食材を美味しく食べて、健康に過ごして 

いただきたいと思います。 

〇和歌山県食品流通課ホームページＵＲＬ 

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/071700/index.html 

 

●乗馬クラブ クレイン大阪に「わかやま紀州館 mini」１号店がオープン                      

 
１１月４日、乗馬クラブ クレイン大阪（大阪

府羽曳野市）に、和歌山県産品のアンテナショッ

プ「わかやま紀州館 mini」の第１号店がオープン

しました。 

本県では、県外において和歌山県産品のＰＲや

販売促進のため「わかやま紀州館 mini」登録制度

を新設しました。登録事業者の募集を行ったとこ

ろ、全国３５か所に展開する日本最大級の乗馬ク

ラブ、株式会社乗馬クラブクレイン（代表取締役

会長 竹野正次 大阪府羽曳野市）から応募をいただき、和歌山県産品の専用スペースが

あること、３事業者１０品目以上の和歌山県産品を販売していることなどの登録要件を満

たしていましたので、乗馬クラブクレイン大阪が「わかやま紀州館 mini」第１号店として

オープンする運びとなりました。 

１１月４日には、オープニングイベントとして和歌山物

産展を開催し、みかんの振る舞いなどにより和歌山県産品

の魅力をＰＲしました。 

なお、第１号店では、梅干し、みかんジュース、醤油、

金山寺味噌など約１５品目、和歌山県産品ギフトカタログ

による１８品目が取り扱われています。 

今後、全国のクレイングループで順次オープン予定となっています。 

オープニングイベントの展示の様子 
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お 知 ら せ                               
 

●「和歌山でジビエ」の季節がやってきました～わかやまジビエフェスタ開催中～                      

 
「わかやまジビエフェスタ」が１２月１日か

ら、和歌山県内の飲食店、ホテル等の料理店５

９店舗で開催中です。 

本県では、野生鳥獣による農作物被害の減少

に向けた方策の一つとして、ジビエ（狩猟で手

に入れた野生動物の肉）の消費拡大に取り組ん

でいます。 

わかやまジビエフェスタは、県内で捕れた野

生のイノシシやシカの肉を県内の料理店で「ジ

ビエ料理」として楽しむイベントで、平成２３

年度から開催しています。 

参加店舗でジビエ料理を食べていただいた

方を対象に、抽選で２０名様に「ジビエの詰め

合わせ」をプレゼントします。 

本県では、より安全で安心なジビエの提供を

目的として「わかやまジビエ処理施設衛生管理

認証制度」を推進するとともに、全国に先駆け

て「わかやまジビエ肉質等級制度」に取り組み、

品質に見合った格付けと価格設定により、市場

での信頼性確保を目指しています。 

わかやまジビエフェスタは平成３１年２月

２８日まで開催しています。 

今年も「冬は和歌山でジビエ」を合言葉に、

是非、シェフ達が腕を振るった「ジビエメニュ

ー」を味わいに、和歌山にお越しください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ボタン鍋が美味しい季節になりました 

わかやまジビエフェスタのポスター 
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                             お 知 ら せ  

 

●「岡潔シンポジウム 紀の国の偉人－世界が認めた孤高の天才数学者－」を   

開開催します                                

 
平成３１年２月２３日（土）１３時３０分から、東

京の明治大学で、「岡潔シンポジウム 紀の国の偉人－

世界が認めた孤高の天才数学者－」を開催します。 
県では、郷土にゆかりの深い偉人の名声を高めること

を目的として、平成２３年度以降、毎年東京で和歌山県

偉人顕彰シンポジウムを開催しています。 
８回目を数える今回は、和歌山県伊都郡紀見村（現橋

本市）で育ち、数学研究において前人未踏の業績を残し

た偉大な世界的数学者「岡 潔」に光をあて、その事績

と意義を改めて多くの方々に知っていただこうと思い

ます。 
是非、皆様のご参加をお待ちしております。 
 

◇開催日程等 
 
【日  時】 平成３１年２月２３日（土） 

１３：３０～１６：３０ 
【場  所】 明治大学 駿河台キャンパス アカデミーコモン３階 アカデミーホール 

        （住所：東京都千代田区神田駿河台１－１） 
【内  容】  ◇基調講演 
         藤原 正彦 「岡潔先生の今日的意味」 
        ◇パネルディスカッション 
         〈パネリスト〉佐藤 律子、砂田 利一、中沢 新一、仁坂知事 
         〈コーディネーター（兼パネリスト）〉松澤 淳一 

        ＜受講料無料＞※手話通訳あり（別途申込み不要）     
【申込方法】 事前予約制、全席自由、先着１，０００名 
        電話またはホームページから申し込み 

 【申 込 先】 明治大学リバティアカデミー事務局 
・TEL ０３－３２９６－４４２３ ・URL https://academy.meiji.jp    

              ※電話申込受付時間〈平日〉１０：３０～１９：００ 
       ※電話申込受付時間〈土曜〉１０：３０～１５：００ 
【問合せ先】 和歌山県文化学術課 
       ・TEL ０７３－４４１－２０５２ 
【主 催 者】 〈主催〉和歌山県・明治大学  〈後援〉橋本市 
 

   

 

シンポジウムのチラシ 
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お 知 ら せ                               
 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の御案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」、「生涯ス

ポーツ・文化の振興」など１０の分野で活

用させていただいております。 

御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、クレジットカード

で行う場合は、ふるさと納税総合サイト

「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」

（ https://www.furusato-tax.jp/city/p

roduct/30000）のサイト上で、簡単に申

込みとクレジットカードによる決済を行

うことができますので御利用ください。 

和歌山県外にお住まいの方のみ対象と

なりますが、1万円以上の御寄附をいただ

いた方には、プレミア和歌山の事業者に御

協力をお願いした 54 品目の返礼品の中か

ら１品をお選びいただきお届けしていま

す。 

また、インターネット限定で、２万円以

上の御寄附をいただいた方には、54 品目

又は特別メニューとして、和歌山特産のキ

ウイフルーツや熊野牛をお選びいただけ

ますので、和歌山県が誇る優良産品（プレ

ミア和歌山）を是非御堪能ください。 

また、返礼品とは別に、御希望の方に「和

歌山ファンクラブ」（和歌山県観光連盟所管）への入会権を贈呈しています。御入会いた

だくと、観光情報誌「紀州浪漫」の送付など、魅力ある特典がございます。お申し込みは

ふるさとチョイスからお願いします。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

単身者の場合 夫婦、子　2人の場合
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300万円 31,000円 300万円 4,000円

400万円 46,000円 400万円 17,000円

500万円 67,000円 500万円 33,000円

600万円 84,000円 600万円 53,000円

700万円 118,000円 700万円 75,000円

800万円 141,000円 800万円 109,000円

900万円 164,000円 900万円 132,000円

1,000万円 188,000円 1,000万円 157,000円

1,500万円 394,000円 1,500万円 355,000円

2,000万円 572,000円 2,000万円 532,000円

自己負担額 2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の

目安は右表のとおりです。

【注意】

下の表はあくまでも目安としてお考えください。

全額控除される寄附金額の目安

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円
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                         お 知 ら せせ 

 

お礼の品一覧 

 

１品お選びいただけます！ 
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お 知 ら せ                           
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                         お 知 ら せせ 
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お 知 ら せ                            
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                         お 知 ら せせ 

 

 
 

ふるさと和歌山応援サイト   

   
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/ 

 

 ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」 

   

https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
★お問合せ・申込窓口★            ☆お問合せ窓口☆ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、田村、宮本            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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ふるさと歳時記                           

 
 イベント情報(１２月中旬～１月中旬) 
 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

12 月中旬 
しまい観音 

厄除開運大根炊き 和歌山市・紀三井寺 
紀三井寺 

073-444-1002 

12 月中旬 

～ 

サンタが 

大水槽にやってくる 海南市・県立自然博物館 
県立自然博物館 

073-483-1777 

12 月下旬 仙人風呂開湯式 田辺市・川湯温泉 
熊野本宮観光協会 

0735-42-0735 

12 月下旬 大松明押し かつらぎ町・下花園神社 
かつらぎ町花園支所 

0736-26-0321 

12 月下旬 カウントダウン花火大会 白浜町・白良浜海水浴場 
白浜町商工会 

0739-42-4686 

12 月下旬 除夜の鐘 県内各所  

12 月下旬 時
じ

鐘 堂
しょうどう

の鐘つき 和歌山市・岡山 
和歌山市観光協会 

073-433-8118 

1 月上旬 藤白の獅子舞 海南市・藤白神社 
藤白神社 

073-482-1200 

1 月上旬 野中の獅子舞 
田辺市中辺路町・ 

近野地区 継桜王子 

中辺路観光協会 

0739-64-1470 

1 月上旬 お弓神事 日高川町・下阿田木神社 
日高川町観光協会 

0738-22-2041 

1 月上旬 御田祭 和歌山市・木本八幡宮 
木本八幡宮 

073-451-5915 

1 月上旬 伊作田稲荷神社例大祭 
田辺市 

・青伊作田稲荷神社 

田辺観光協会 

0739-26-9929 

1 月上旬 書き初め大会 

和歌山市・和歌浦天満宮 
和歌浦天満宮 

073-444-4769 

海南市・春日神社 
春日神社 

073-483-7547 

1 月上旬 地主神社の粥占い 上富田町・地主神社 
上富田町観光協会 

0739-47-0550 

1 月上旬 初詣初笑い神事 日高川町・丹生神社 
日高川町観光協会 

0738-22-2041 

1 月上旬 釿
ちょん

始
な

式 新宮市・熊野速玉大社 
熊野速玉大社 

0735-22-2533 

1 月中旬 天狗まつり 由良町・興国寺 
興国寺 

0738-65-0154 

1 月中旬 成人式 県内各地 
和歌山県青少年・男女共

同参画課 073-441-2500 

1 月中旬 どんど焼き 九度山町・丹生官省符神社 
丹生官省符神社 

0736-54-2754 
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                         ふるさと歳時記  

 
自然・風物情報(１２月中旬～１月下旬) 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

12 月中旬 葉ボタン出荷 紀の川市・名手市場 ＪＡ紀の里東部流通セン

ター 0736-75-2564 

12 月下旬 
和歌山城天守閣の 

しめ縄飾り 和歌山市・和歌山城 和歌山城整備企画課 
073-435-1044 

12 月下旬 

那智の滝ライトアップ 
那智勝浦町・那智の滝  那智の滝で 

大しめ縄張り替え 

12 月下旬 
人気者クマのベニーの 
仕事納め（冬眠） 和歌山市・和歌山公園 和歌山城整備企画課 

073-435-1044 

1 月上旬 新春初泳ぎ 田辺市 
・田辺扇ヶ浜海水浴場 

田辺観光協会 

0739-26-9929 

1 月上旬 イチゴ狩り開園 
紀の川市貴志川町 貴志川観光いちご狩り協

会 0737-64-7212 

かつらぎ町等 かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

1 月上旬 海霧の発生 串本町・田原海岸 串本町観光協会 

0735-62-3171 

1 月中旬 巨大張り子の登場 田辺市・川湯温泉 熊野本宮観光協会 

0735-42-0735 

1 月中旬 
ハウスのいちご狩り 

はじまる 紀の川市貴志川町 貴志川観光いちご狩り 

協会 0736-64-7212 

1 月中旬 ニホンスイセン見ごろ 
串本町・樫野埼灯台周辺 串本町観光協会 

0735-62-3171 

由良町 
・県立白崎青少年の家 

県立白崎青少年の家 
0738-65-2351 

1 月中旬 キンカン収穫始まる 串本町大島 ＪＡ紀南 

0739-23-3450 

1 月中旬 ポンカンの収穫最盛期 串本町・四季彩園 串本町観光協会 
0735-62-3171 

1 月下旬 「蔵出しミカン」初出荷 海南市下津町 ＪＡながみね 

073-482-6131 

1 月下旬 

熊野古道に 
コセリバオウレンと 
バイカオウレン 

田辺市中辺路町 
中辺路観光協会 

0739-64-1470 

1 月下旬 
日本一の生産量 

スターチスの出荷最盛期 御坊市 ＪＡ紀州 

0738-22-2480 
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～編集後記～ 

 

師走に入っても比較的暖かい日が続いていましたがいよいよ寒波が近づいてきまし

た。南国和歌山にも本格的に「こたつでみかん」の季節が訪れます。 
 
生産量日本一を誇る和歌山ではおいしいみかんが手軽に手に入りますので、その消費

量もさぞかしと思っていましたが、最新の総務省統計局の家計調査（２人以上の世帯）

によると、全国の政令指定市や県庁所在市のなかで和歌山市のみかん「購入量」は６位

にとどまっています。わざわざ購入しなくても･･･、ということでしょうか。 
 
その調査の中で意外にも和歌山市のバナナの購入量が全国１位だそうで、１年間で１

人当たり約７４本のバナナを購入しているとのことです。そんなに食べているかな？と

も思いますが、バナナはスーパーフルーツとも呼ばれ、大変栄養価が高く、安価なうえ

に食べやすいということもあり、フルーツにはうるさい果樹王国和歌山の人にも好まれ

ているのかもしれません。 

今月のトピックスに「和歌山県産食材機能ガイド」を取り上げました。バナナに負け

ず劣らず栄養満点の和歌山県産の食材が数多く掲載されています。ホームページなどで

ぜひともご覧いただき、新しい年に備え、健康増進に役立てていただきたいと思います。 
 
皆様がこの紙面をご覧になる頃は、街はイルミネーションに彩られ、新しい年を迎え

る準備などで気忙しく過ごされていることかと思います。 

平成の年越しも今回が最後となります。新しい年が皆様方にとって素晴らしい年とな

ることを心からお祈り申し上げます。来年もよろしくお願いします。 
 
 

  知事室秘書課長  生駒 享 
 

 
 
 
 
 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   
                   2018 年（平成 30 年）１２月 Nｏ.１２８ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 

 


